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論 文 内 容 の 要 旨
【目的】
　本研究ではパーキンソン病（Parkinson's disease，PD）の音声について，1）音響学的評価，2）聴
覚的評価，3）心理社会的評価を用いて多次元的に解析し，以下を明らかにすることを目的とする．
1．PDの音声の音響学的特徴ならびに音響学的な性差を明らかにし，PDの早期鑑別診断に役立て
ること．
2．PDにおける声質の聴覚的特徴と音響学的特徴の関連性を明らかにし，主観的な聴覚的評価に
より簡便に客観的な音響学的評価内容を推定し，現症や治療効果の判定に役立てること．
3．PDの音声の心理社会的特徴を明らかにし，PD患者のQOLの改善に結びつく音声治療や音声
教育などの支援策を立案・実施する際に役立てること．
【方法】
　対象は PD患者39例（PD群）および健常老人発話者62例（比較対照群）である．
1．音響学的評価では 1）母音［ａ］の持続発声，2）長文「北風と太陽」の音読を防音室において
Digital Audio Tape Recorder に収録した．収録した発話サンプルを音響解析装置Computer 
Speech Lab（CSL）およびMulti-Dimensional Voice Program（MDVP）に入力し，サンプリ
ング周波数44.1kHz，16ビット量子化にて解析した．MDVPでは 1）周期のゆらぎ，2）振幅の
ゆらぎ，3）ボイスブレイク，4）分周波数，5）音声不整，6）雑音，7）震えに関する計測に含
まれる計24の音響学的パラメータを解析した．またCSLを用いて話声位（Speaking 
Fundamental Frequency, SFF）を解析した．
2．聴覚的評価では上述の「北風と太陽」を発話サンプルとし，GRBAS尺度を用いて PD男女両
群の評価を言語聴覚士 3名が嗄声度（G），粗糙性（R），気息性（B），無力性（A），努力性（S）
の 5種のパラメータについて行い，さらに前述の音響学的パラメータと比較検討した．
3．心理社会的評価にはVoice Handicap Index（VHI）を用いて，PD男女両群の心理社会的特徴
を検討した．
― 5―
【結果】
1．音響学的評価では，主に以下の結果を得た．
1）比較対照群と比較し，MDVPにおいて PD男性群では周期と振幅のゆらぎに関する全てのパ
ラメータ，雑音に関するNoise to Harmonic Ratio，Soft Phonation Index，震えに関するFo-
Tremor Intensity Index（FTRI），Fo-Tremor Frequency で有意に高値を認めた．PD女性
群では周期と振幅のゆらぎ，雑音に関する全てのパラメータ，震えに関するFTRI で有意に
高値を認めた．
　SFFでは，PD男性群は比較対照群よりも有意に高値を示し，PD女性群は比較対照群との
間に有意差を認めなかった．
2）PD群の性差について，ほぼ全てのパラメータで有意差を認めなかった．
2．聴覚的評価では，主に以下の結果を得た．
1）PD男女両群でRで最も高く，次いでBで高値を示した．
2）聴覚的評価と音響学的評価の関連性については，周期のゆらぎに関する多くの音響学的パラ
メータは PD男性群は聴覚的にはR, S と相関を認め，PD女性群はB, A と相関を認めた．こ
れに対して，振幅のゆらぎと雑音に関する音響学的パラメータは一部でのみR, B, A, S と相
関を認めるに留まった．
3．心理社会的評価では，主に以下の結果を得た．
1）PD男女両群のいずれにおいてもVHI の生理的レベル，実用的レベル，感情的レベルの 3つ
のレベル間で有意差を認めなかった．
2）VHI の全30小項目について PD男女両群を比較すると，感情的レベルではいずれの小項目で
も有意差を認めなかった．
【考察】
　PDに伴う諸症状のひとつとして，音声の異常が高頻度で出現することが古くから指摘され，PD
の音声症状はパーキンソニズムの初発症状となることがあると指摘されてきた．しかし PDの音声を
評価するうえで，音声の変化が加齢に伴うものなのか PDに伴う病的なものなのかを識別するには，
健常老人発話者を比較対照として PD男女両群の音響学的特徴を明らかにする必要がある．今回得ら
れた音響学的知見はこうした点で臨床的意義があり，PDを早期に鑑別診断するうえで有用と思われ
る．
　聴覚的評価と音響学的評価の関連性で得られた結果は，PD患者の音声の評価において，主観的な
聴覚的評価で客観的な音響学的評価結果を推定することの可能性を示唆するものである．
　心理社会的評価で得られた結果は，PD患者を心理社会的側面から支援する際に重視すべき方向性
を示唆するものと思われる．
　以上本研究で得られた結果は，音声の評価を多次元的に行うことの臨床的意義と重要性を示唆する
ものと思われる．
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本博士論文は，主査および三名の副査による一次審査が実施され，主査および三名の副査がいずれ
も博士論文に値するが一部修正を要すると判定した．二次審査では，一次審査にて指摘を受けた点が
適切に修正がなされていることが主査および三名の副査により確認され，合格と判定された．その要
旨は次の通りである．
【目的】
　本研究ではパーキンソン病（Parkinson's disease，PD）の音声について，1）音響学的評価，2）聴
覚的評価，3）心理社会的評価を用いて多次元的に解析し，以下を明らかにすることを目的とした．
1．PDの音声の音響学的特徴ならびに音響学的な性差を明らかにし，PDの早期鑑別診断に役立て
ること．
2．PDにおける声質の聴覚的特徴と音響学的特徴の関連性を明らかにし，主観的な聴覚的評価に
より簡便に客観的な音響学的評価内容を推定し，現症や治療効果の判定に役立てること．
3．PDの音声の心理社会的特徴を明らかにし，PD患者のQOLの改善に結びつく音声治療や音声
教育などの支援策を立案・実施する際に役立てること．
【方法】
　対象は PD患者39例（PD群）および健常老人発話者62例（比較対照群）である．
1．音響学的評価では 1）母音［ａ］の持続発声，2）長文「北風と太陽」の音読を防音室において
Digital Audio Tape Recorder に収録した．収録した発話サンプルを音響解析装置Computer 
Speech Lab（CSL）およびMulti-Dimensional Voice Program（MDVP）に入力し，サンプリ
ング周波数44.1kHz，16ビット量子化にて解析した．MDVPでは 1）周期のゆらぎ，2）振幅の
ゆらぎ，3）ボイスブレイク，4）分周波数，5）音声不整，6）雑音，7）震えに関する計測に含
まれる計24の音響学的パラメータを解析した．またCSLを用いて話声位（Speaking 
Fundamental Frequency, SFF）を解析した．
2．聴覚的評価では上述の「北風と太陽」を発話サンプルとし，GRBAS尺度を用いて PD男女両
群の評価を言語聴覚士 3名が嗄声度（G），粗糙性（R），気息性（B），無力性（A），努力性（S）
の 5種のパラメータについて行い，さらに前述の音響学的パラメータと比較検討した．
3．心理社会的評価にはVoice Handicap Index（VHI）を用いて，PD男女両群の心理社会的特徴
を検討した．
【結果】
1．音響学的評価では，主に以下の結果を得た．
1）比較対照群と比較し，MDVPにおいて PD男性群では周期と振幅のゆらぎに関する全てのパ
ラメータ，雑音に関するNoise to Harmonic Ratio，Soft Phonation Index，震えに関するFo-
Tremor Intensity Index（FTRI），Fo-Tremor Frequency で有意に高値を認めた．PD女性
群では周期と振幅のゆらぎ，雑音に関する全てのパラメータ，震えに関するFTRI で有意に
高値を認めた．
　SFFでは，PD男性群は比較対照群よりも有意に高値を示し，PD女性群は比較対照群との
間に有意差を認めなかった．
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2）PD群の性差について，ほぼ全てのパラメータで有意差を認めなかった．
2．聴覚的評価では，主に以下の結果を得た．
1）PD男女両群でRで最も高く，次いでBで高値を示した．
2）聴覚的評価と音響学的評価の関連性については，周期のゆらぎに関する多くの音響学的パラ
メータは PD男性群は聴覚的にはR, S と相関を認め，PD女性群はB, A と相関を認めた．こ
れに対して，振幅のゆらぎと雑音に関する音響学的パラメータは一部でのみR, B, A, S と相
関を認めるに留まった．
3．心理社会的評価では，主に以下の結果を得た．
1）PD男女両群のいずれにおいてもVHI の生理的レベル，実用的レベル，感情的レベルの 3つ
のレベル間で有意差を認めなかった．
2）VHI の全30小項目について PD男女両群を比較すると，感情的レベルではいずれの小項目で
も有意差を認めなかった．
【考察】
　PDに伴う諸症状のひとつとして，音声の異常が高頻度で出現することが古くから指摘され，PD
の音声症状はパーキンソニズムの初発症状となることがあると指摘されてきた．しかし PDの音声を
評価するうえで，音声の変化が加齢に伴うものなのか PDに伴う病的なものなのかを識別するには，
健常老人発話者を比較対照として PD男女両群の音響学的特徴を明らかにする必要がある．今回得ら
れた音響学的知見はこうした点で臨床的意義があり，PDを早期に鑑別診断するうえで有用と思われ
る．
　聴覚的評価と音響学的評価の関連性で得られた結果は，PD患者の音声の評価において，主観的な
聴覚的評価で客観的な音響学的評価結果を推定することの可能性を示唆するものである．
　心理社会的評価で得られた結果は，PD患者を心理社会的側面から支援する際に重視すべき方向性
を示唆するものと思われる．
　以上，本研究論文は博士論文に値する優れた知見が精緻な研究デザインに基づいて得られたものと
判定され，合格と判定された．
